
【英語】 

〜ClassPad.net の同時編集機能・授業⽀援機能を活⽤する〜 

⽇本と外国の⽂化について考える授業 
分詞構⽂を題材として、⾃⾝の意⾒を論理的に表現する⼿法を⾝につける。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
YouTube のショート動画「【もしも
接客中にチップ制度がなくなった
ら？】」
（https://www.youtube.com/shorts/
h4uL_Ykhreo）の URL を貼り付けた
リンクふせんを事前に⽤意してお
き、電⼦⿊板・プロジェクターなど
で⾒せる。 
 

 

概要の説明 
授業で扱う「異⽂化理解」というテーマ
と、⽂法事項の簡単な紹介を⾏う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
動画の視聴 
⽇本では馴染みの薄い「チップ」という
⽂化について学習するために、導⼊とな
る動画を視聴させる。 
 
 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：テーマについて主体的に調べ、意⾒を論理的に表現できるようにする。 
⽣徒向けの⽬標：分詞構⽂の仕組みについて学び、それを⽤いて論理的な英⽂を書く⼿法を⾝につ

ける。また、⽇本と外国の⽂化の違いや、多様な考え⽅があることを知る。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・プリント削減   ：これまで印刷して配布していたプリントを、各種ふせんを利⽤したデジタ

ルな配布に代えられる。 
・⽣徒の理解促進  ：同時編集機能や EX-word 機能、リンクふせんを利⽤した動画視聴などに

より、必要な情報を⼿軽にわかりやすい形で提供することができる。 
・学習プロセスの把握：複数の提出機会を設けることにより、⽣徒の学習プロセスを把握し、管理

に役⽴てることができる。 
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事前にテキストふせんを⽤いて英⽂
を作成しておき、授業⽀援機能で⽣
徒に共有する。また、重要な単語に
ついては EX-word ふせんを作ってお
き、これも⽣徒に共有する。 
その他の意味調べには EX-word ふ
せんを利⽤させ、上記のファイルふ
せん付近に並べさせたり、単語学習
⽤のデジタルノートに保存させたり
する。 
 
 
 
 
テキストふせんやファイルふせんを
利⽤して事前に作っておいた分詞構
⽂に関するデジタルノートを、授業
⽀援機能を⽤いて⽣徒に送信する。
その上で、電⼦⿊板やプロジェクタ
ーを利⽤して、⼤画⾯で⾒せながら
解説する。 
 
 
 
 
 
重要な単語は EX-word ふせんを作っ
ておき、授業⽀援機能で⽣徒に送信
する。 
また、その他の単語の意味調べにつ
いても EX-word 機能を利⽤してもら
う。 
 
 
 
 
 
 
チップ⽂化に関する資料は、URL を
貼り付けたリンクふせんを事前に⽤
意して、授業⽀援機能で⽣徒に共有
する。 
各⾃で検索した情報は、グループ代
表者にテキストふせんで送信させ
る。それらを集約したデジタルノー
トを⽣徒同⼠が同時編集機能を⽤い
て編集し、⾃由英作⽂を作成する際
の参考資料として共有できるように
してもらう。 
⾃由英作⽂は別のテキストふせんに
記載させて授業⽀援機能で回収する
とともに、グループ内でも共有さ
せ、意⾒交換や議論に役⽴ててもら
う。 
 
 
 

英⽂の和訳 
step2 で動画で⾒せた「チップ」というテ
ーマに関連する英⽂を読ませる。難しい
単語の意味は、英⽂の近くに提⽰してお
くようにする。 
また、その他にも意味が分からない単語
があれば、意味を調べるよう指⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
⽂法事項の解説 
分詞構⽂を⽤いた例⽂を提⽰して、その
仕組みや成り⽴ち、表す意味について解
説する。 
その後、step3で読ませた英⽂のうち、分
詞構⽂を含む⽂がどれかを⽣徒に当てさ
せ、出来そうなら解説もしてもらう。 
 
 
 
 
 
和⽂英訳 
step4 までに学んだ分詞構⽂を意識して、
和⽂英訳に取り組ませる。重要な単語は
先に意味を提⽰しておき、その他にも分
からない単語があれば、意味を調べるよ
う指⽰する。 
 
 
 
 
 
 
調べ学習・⾃由英作⽂ 
クラスをグループに分け、チップ⽂化に
関する複数の資料と、英作⽂のためのテ
ーマを提⽰する。 
各グループにはまず、資料を参照しなが
ら⾃⾝の意⾒を構築するのに適切な情報
を検索してまとめさせる。 
次に、提⽰したテーマに対して⾃⾝の考
えを英語で記述させる。その際、学習し
た分詞構⽂を⽤いた英⽂を 1⽂以上盛り
込むよう注意を加える。 
最後にグループ内で各⾃の英作⽂を発表
させ、意⾒交換や議論をしてもらう。 
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まとめ・宿題 
学習内容のまとめ・振り返りとして、分
詞構⽂を⽤いた英⽂法問題を何題か出題
する。 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
異⽂化理解に関して、さらなる興味・関
⼼を引き出すための動画を提⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
解答はテキストふせんに記載させ、
授業⽀援機能で回収し、添削・コメ
ントなどを付けて返却する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
YouTube 動画「ネイティブが驚いた
⽇本特有の⽂化や習慣」
（https://www.youtube.com/watch?v
=lcTgMSXqJk0）の URL を貼り付け
たリンクふせんを、授業⽀援機能で
⽣徒に共有する。 
別の授業時に⼀緒に視聴してもよ
い。 
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